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「あん姫のうた」は歌を通じて市民の心をひとつにし、郷土愛や連帯感を強め
ることを目的とし、千曲市の市民と市職員で構成された制作実行委員会を中心
に、歌詞の公募や合唱、演奏等、多くの市民が関わり制作されました。歌詞は、
市内小学 2 年生の大久保芽結さん、曲は千曲市に深い関わりを持つジャズピア
ニカ奏者のTommy Cho さんに作曲していただき完成しました。

あん姫のうた制作実行委員会 事務局

■ 〒387-0012　長野県千曲市桜堂 514　（ 市民活動交流センター えりあねっと内 ）

■ TEL＆FAX：026-214-7220　■ E-mail：ansong@areanet.or.jp

武田徹ハーモニカ夢トーク　～  講 演会  ＆  市民大忘年会  ～

あ ん 姫 の う た 完 成 ！ C D も 販 売 中 で す ♪

を12月11日（日）に開催しました！ 発行：平成29年1月1日第5回みんなで “街まちミーティング “

武田 徹 ハーモニカ夢トーク　－ 講演会 －

市民大忘年会

今回はラジオ番組「つれづれ散歩道」でおなじみのパーソナリティ武田徹さんをお招きし、第
5回みんなで “街まちミーティング”を開催しました。
その日は小雪が舞う初冬の寒い日にもかかわらず、聴講を待ち望んだ100名近い皆さんが集ま
りました。講演が始まると、素敵な帽子をちょこんとかぶられ、「帽子をかぶってボケ防止（帽
子）」、「“華麗なる加齢” がモットー」など、早速軽妙なジョークで会場が笑いに包まれました。
講演は放送30年を迎えた「つれづれ散歩道」にまつわるお話を中心に、まちづくりにかかわる
実例をとても興味深くお話してくださいました。特に大分県の湯布院町の成功例をとても細か
くお話されました。まちづくりは一朝一夕にできるものではなく、20年、30年かかる。身近な町
である小布施町も同様とのこと。そして『経済効果だけを考えることはやめよう、住んでいる

人が楽しい町にしよう』という言葉には大きくうなずくものがあり、さらに『住んでいる住民に郷土愛がないとまちづくりはできない』という言
葉に、改めて私たち一人一人の心構えについて考えさせられました。
武田さんといえばハーモニカ。「つれづれ散歩道」のテーマ曲である「すずかけの道」の選曲のいきさつなどをお話され、１曲目として演奏さ
れました。講演の間に演奏された曲は全部で 4曲。どれも曲にまつわるお話から始まり心にしみる素晴らしい演奏で、拍手喝采でした。
参考になるたくさんの例や楽しいトークと演奏であっという間の１時間半の講演会でした。

講演会の後はふれあい情報館１階にて「市民大忘年会」の開催。素敵な武田徹さんご夫妻を囲んで約60名
の方が参加されました。全員が自己紹介をし、飾らないご夫妻のお人柄にもふれることができ、交流会も
またあっという間の楽しいひとときで、ご夫妻を囲んで写真を撮るなど名残を惜しみました。
参加された方一人一人が明るさや元気を持ち帰ったと信じ、第 5回みんなで“街まちミーティング” は盛況の
うちに終了となりました。

千曲市キャラクター「あん姫のうた」が完成しました！！
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「あん姫のうた」CD
1枚　500円

平成 27 年度千曲市協働事業提案制度採択「あん姫のうたで市民のこころをひとつに」事業で実施しています。
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ひまわりの会　自然農法でやってみよう！ 家庭菜園セミナー
「土づくり」「堆肥の作り方」「苗の植え方」

NPO法人 まちづくりネット ちくま社中　　協働のまちづくりシンポジウム
市民と行政が協働で社会に役立つ喜びを見つける集い

稲荷山町くらしと心を育む会
はちのいち

さらしなの里自然保育ぼっこ　おさんぽ会
ゆきまみれぼっこ

健康生活ネットワーク ひまわりの会
 　有機大豆・米麹による味噌づくり

日  時

場  所

参加費

“協働のまちづくり”って何だろう？ どうして“協働”がまちづくりに必要なんだろう？

協働のまちづくりに詳しい長野大学の松下重雄准教授をお招きし、市民と行政が
協働で社会に役立つ喜びを見つける糸口をお話ししていただきます。
また、本年度、行政とともに実践している協働事業の提案団体が、協働の手法で
取り組んでみてのあれやこれやをディスカッションします。
「平成27年度千曲市協働事業提案制度採択事業」　主催：NPO法人 まちづくりネット ちくま社中

戸倉創造館（大ホール） まちの学校（栄泉堂様隣）
無料

中川賀博　食育指導員

日  時

場  所

参加費

家族の健康な毎日を支える味噌づくりを一緒にしてみませんか？
食育指導員の中川先生の指導のもと、味噌の仕込みを手軽に体験できま
す。材料は国内産自然農法による大豆と米を使い、こだわりの原料をそ
ろえました。一袋 3.4 キロのお味噌ができます。
■定員：15 名　　■5キロ以上つくりたい方はご相談ください。
※お申し込みの際、電話番号をお教えください。詳細を後日連絡します。

2月 21日（火）
千曲市屋代公民館

講  師

松下重雄　講  師

さらしなの里自然保育ぼっこおさんぽ会
問合せ

住　所

電　話

お子様とのかけがえのない時期、手をつないでお母さんも五感を開放して、
自然の中で楽しめる時間を！
自然体験を重視した保育を行う「さらしなの里自然保育ぼっこ」の保育に
一緒に参加。自然豊かなフィールドで在園児のこどもたちとのふれあいや
季節の素材を使った様々な活動が体験できます。

稲荷山内外の人気商品の紹介・販売。北信濃の商都といわれた稲荷山の魅力
を発見できる新しいマーケットです。皆さんぜひお越しください！
出店希望者・「はちのいち」盛り上げ隊ボランテアも募集中です。
《 注文 ＆  販売 》
近隣農家の「野菜 .りんご、お米」/  小市遊隊の「冬野菜」/  手作り工房あかねやの「杏あんパン」
豊姫さまの「杏おこわ」/ジローさんちの「骨董、小物」/ 夢の里工房の「杏稲荷パン」
稲荷山のメリヤス商品「マフラー、帽子等」/   東京築地市場直送海産物各種「のり、わかめ、佃煮、
乾物、干物魚、たらこ等」（注文した商品は次回の「はちのいち」でお渡しします）
その他、「あん姫のうた」のＣＤも販売しています！

さらしなの里自然保育ぼっこおさんぽ会
さらしなの里自然保育　ぼっこ内

千曲市八幡5393

090ｰ4153-9046（代表  北澤美香）

問合先 026-273-1111千曲市 総合政策課 協働推進係

日  時

場  所
参加費
問合せ

毎月8・18・28日　9：00～12：00
※毎月8の付く日、月3回開催

2月14日（火）15：00～17：30

無料

日  時

場  所
参加費
申込先

『 ぼっこの仲間たちとゆきあそびしませんか？ 』
　《内容例》雪でままごと遊びやオブジェづくり
　　　　　  アイスクリーム作りのおやつタイム
　　　　　  雪まみれうんどうかい　（そりやお尻滑り・フラッグ取りなど）
　　　　　  雪の状況などで変更あり
■ 定員：5～10組　 ■ 対象：1歳半～　 ■ 詳細は後日メールで連絡します

1月 28日（土）  10：00～12：00（予定）
※申込締切1月20日（金）
さらしなの里自然保育ぼっこ（千曲市八幡5393）
1,000 円
さらしなの里自然保育ぼっこ　おさんぽ会
herohero.sunsun.hasemana@gmail.com
※上記メールアドレスにお申込みください

掲載のお申込み・お問合せ街まち通信掲載団体募集 !!
「みんなの街まち通信」では、市民活動団体の活動内容、イベント情報を発信してい
ます。6月、9月、1月、3月の年 4回発行予定、市内全戸配布です。
団体紹介やイベント案内などにご活用ください。（非営利団体に限ります。）
掲載希望の方は、「市民活動交流センター えりあねっと」へお問合せください。

市民活動交流センター  えりあねっと
◆〒387-0012　千曲市桜堂 514
◆TEL&FAX：026-214-7220
◆E-mail：shimin-net@areanet.or.jp
※営業時間 9：00~17：00（日・月定休日）

発行元：市民活動交流センター えりあねっと（運営：NPO法人エリアネット更埴）
平成27年度 千曲市協働事業提案制度 採択事業

まちの学校
090-4715-3981（宮坂）090-4132-1128（風間）

自然農法を進める上で大切な「土」。今回は「作物が育ちやすい土」をテー
マとし、作物や畑の観察の仕方、堆肥の作り方等を学びます。
作物の生育に必要なモノとは？・土の持つ役割・作物が育ちやすい「土」とは？
畑の見方（草を見ながら畑の診断）・土づくりの実際・堆肥の作り方（簡単な実習）
苗を選ぶポイント

■ 定員：20名 (定員になり次第締め切り)　　

日  時

場  所

講  師

参加費

申込先

2月 25日（土）14：00 ~16：00
千曲市屋代公民館 1F児童室等

500 円（資料代含む） 4,000 円（煮大豆・米麹・塩・袋  代含む）
宮島 一人 （公財）農業・環境・健康研究所 中部地区チーフ
健康生活ネットワーク ひまわりの会
080-5140-2303（武井）

申込先 健康生活ネットワーク ひまわりの会
080-5140-2303（武井）

長野大学環境ツーリズム学部  准教授
工学博士

活動
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